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総
理
官
邸
で
１０
月
２０
日
、
「
国

と
地
方
の
協
議
の
場
」
が
開
催
さ

れ
た
。
野
田
政
権
発
足
後
、
初
と

な
っ
た
協
議
の
場
で
は
、
本
会
の

関
谷
博
・
会
長
（
下
関
市
議
会
議

長
）
ら
地
方
側
代
表
が
「
平
成
２４

年
度
予
算
概
算
要
求
」
「
２３
年
度

第
３
次
補
正
予
算
」
を
議
題
に
、

国
側
代
表
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

冒
頭
、
野
田
総
理
は
「
協
議
の

場
を
通
じ
て
、
丁
寧
に
意
見
交
換

し
な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
し
た
改

革
を
や
り
た
い
」
と
述
べ
、
地
域

主
権
改
革
の
ほ
か
３
次
補
正
や
２４

年
度
予
算
に
つ
い
て
も
、
協
議
の

場
を
活
用
す
る
考
え
を
示
し
た
。

関
谷
本
会
会
長
は
２４
年
度
予
算

に
関
し
、
三
位
一
体
改
革
で
大
幅

に
削
減
さ
れ
た
地
方
交
付
税
の
復

元
を
要
求
。
同
改
革
が
地
方
財
政

の
危
機
的
な
状
況
を
招
い
た
と
指

摘
し
、
削
減
相
当
額
を
交
付
税
率

の
引
き
上
げ
等
に
よ
り
復
元
す
る

べ
き
と
迫
っ
た
。
同
交
付
税
は
２４

年
度
要
求
額
が
１７
・
１
兆
円
（
出

口
ベ
ー
ス
）
で
対
前
年
度
比
０
・

３
兆
円
減
。
三
位
一
体
改
革
の
影

響
に
よ
り
１６
〜
１８
年
度
の
３
年
間

で
は
総
額
約
５
・
１
兆
円
の
減
。

本
会
の
関
谷
博
・
会
長
（
下
関

市
議
会
議
長
）
が
出
席
す
る
な

か
、
地
方
制
度
調
査
会
専
門
小
委

員
会
が
１０
月
２７
日
、
総
務
省
内
で

開
か
れ
た
。
こ
の
日
で
３
回
目
と

な
る
専
門
小
委
で
は
、
第
１
回
と

第
２
回
の
専
門
小
委
で
出
さ
れ
た

「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
」
へ
の
意
見
を
踏
ま

え
、
論
点
を
整
理
。
現
場
で
活
動

す
る
地
方
六
団
体
代
表
の
意
見
を

交
え
な
が
ら
、
審
議
を
進
め
た
。

主
な
論
点
の
１
つ
が
「
地
方
議

会
の
会
期
」
。
改
正
案
で
は
条
例

に
よ
り
、
定
例
会
・
臨
時
会
の
区

分
を
設
け
ず
、
通
年
会
期
の
選
択

を
可
能
と
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
。
本
会
と
し
て
は
、
議

会
運
営
の
選
択
肢
を
広
げ
る
見

地
、
法
律
の
規
律
密
度
緩
和
の
見

地
か
ら
異
論
が
な
い
。
制
度
改
正

を
進
め
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

「
平
成
２３
年
度
都
道
府
県
議
会

議
員
及
び
市
町
村
議
会
議
員
総
務

大
臣
感
謝
状
贈
呈
式
」
が
１０
月
２８

日
、
東
京
・
ル
ポ
ー
ル
麹
町
で
開

催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
来
賓
と
し
て
本
会
か

ら
水
野
淳
・
副
会
長
（
八
王
子
市

議
会
議
長
）
ら
が
出
席
。
水
野
副

会
長
は
祝
辞
を
贈
り
、
栄
え
あ
る

感
謝
状
被
贈
呈
者
を
讃
え
た
。
感

謝
状
を
代
表
し
て
受
領
し
た
永
井

誠
・
志
木
市
議
会
議
員
は
、
感
謝

状
被
贈
呈
者
を
代
表
し
て
謝
辞
も

述
べ
、
栄
誉
に
浴
し
た
喜
び
を
表

し
た
。

感
謝
状
の
対
象
者
は
、
地
方
議

会
議
員
と
し
て
３５
年
以
上
の
在
職

期
間
を
有
し
、
か
つ
地
方
自
治
の

発
展
に
顕
著
な
功
労
が
あ
っ
た

者
。
昭
和
６１
年
に
制
度
が
創
設
さ

れ
、
現
在
へ
と
至
っ
て
い
る
。

な
お
、
感
謝
状
被
贈
呈
者
５５
名

の
う
ち
、
市
議
会
議
員
の
被
贈
呈

者
は
３０
名
。
栄
誉
あ
る
被
贈
呈
者

は
次
の
と
お
り
。

▽
深
川
市
�
北
名
照
美
▽
北
広
島

市
�
竹
林
顯
▽
名
取
市
�
下
山
博

嗣
▽
会
津
若
松
市
�
荒
井
義
�
▽

水
戸
市
�
福
島
辰
三
▽
下
妻
市
�

稲
葉
冨
士
夫
▽
那
珂
市
�
會
澤
貞

美
▽
同
�
木
内
良
平
▽
か
す
み
が

う
ら
市
�
廣
瀬
義
彰
▽
神
栖
市
�

山
本
源
一
郎
▽
大
田
原
市
�
本
澤

節
子
▽
志
木
市
�
永
井
誠
▽
我
孫

子
市
�
津
川
武
彦
▽
香
取
市
�
木

内
誠
▽
同
�
宇
井
正
一
▽
豊
川
市

�
深
井
徳
美
▽
可
児
市
�
澤
野
�

司
▽
下
呂
市
�
宮
川
茂
治
▽
泉
南

市
�
成
田
政
彦
▽
京
田
辺
市
�
井

上
薫
▽
高
島
市
�
宮
内
英
明
▽
南

あ
わ
じ
市
�
中
村
三
千
雄
▽
倉
敷

市
�
田
儀
公
夫
▽
高
梁
市
�
�
波

英
夫
▽
福
山
市
�
千
�
�
太
郎
▽

山
口
市
�
原
田
欣
知
▽
飯
塚
市
�

東
�
喜
▽
嘉
麻
市
�
豊
一
馬
▽
菊

池
市
�
�
永
�
義
▽
鹿
児
島
市
�

赤
崎
正
剛
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野
田
政
権
下
で
は
初
の
意
見
交
換

国
と
地
方
の
協
議
開
催

自
治
法
改
正
で
地
制
調
専
門
小
委

主
な
論
点
整
理
し
審
議

本会を代表し専門小委
に出席した関谷博会長

総総
務務
相相
かか
らら
感感
謝謝
状状
贈贈
呈呈

市
議
の
地
方
自
治
功
労
者
は
３０
名

感謝状被贈呈者を代表
永井誠志木市議が謝辞

本会の水野淳副会長が
祝辞を贈り功労を称賛

贈
呈
式
に
出
席
し
た
市
議
ほ
か

（１） 平成２３年１１月５日 第１８１３号
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今
回
で
第
６
回
目
を
迎
え
た
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
平
成
２３
年
１０
月
１２
・
１３
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
。
１
日
目
は
増
田
寛
也
氏
（
元
総
務
大
臣
、
野
村
総
合
研
究
所
顧
問
、
東

京
大
学
公
共
政
策
大
学
院
客
員
教
授
）
に
よ
る
「
二
元
代
表
制
と
地
方
議
会
改
革
」
と
題
し
た
基
調
講
演
の
の

ち
、
新
藤
宗
幸
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
「
地
方
議
会
と
直
接
民
主
主
義
」
に
つ
い
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
２
日
目
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
牛
山
久
仁
彦
氏
を
迎
え
、
「
議
会
基
本
条
例
」

に
つ
い
て
の
課
題
討
議
が
行
わ
れ
た
。

基基
調調
講講
演演

フ
ォ
ー
ラ
ム
１
日
目
は
、
増
田

寛
也
氏
に
よ
る
基
調
講
演
で
幕
を

開
け
た
。
演
題
は
「
二
元
代
表
制

と
地
方
議
会
」
。
増
田
氏
は
地
方

議
会
の
現
状
に
つ
い
て
▽
首
長
が

提
出
し
た
議
案
に
対
し
修
正
や
否

決
し
な
い
「
丸
呑
み
議
会
」
▽
議

員
提
案
の
政
策
条
例
が
１
つ
も
な

い
「
無
提
案
議
会
」
▽
議
員
個
人

の
議
案
へ
の
賛
否
を
明
ら
か
に
し

な
い
「
非
公
開
議
会
」―
―
の
３
つ

の
類
型
に
分
類
。
さ
ら
に
３
類
型

す
べ
て
に
該
当
す
る
「
３
な
い
議

会
」
も
存
在
す
る
と
指
摘
し
た
。

朝
日
新
聞
社
の
運
営
す
る
ア
サ

ヒ
ド
ッ
ト
コ
ム
が
、
平
成
１９
年
１

月
か
ら
２３
年
１
月
の
４
年
間
を
対

象
に
調
査
し
た
結
果
に
よ
れ
ば
、

丸
呑
み
議
会
は
５０
％
、
無
提
案
議

会
は
９１
％
、非
公
開
議
会
は
８４
％
。

３
な
い
議
会
は
全
体
の
３
分
の
１

に
及
ぶ
。
結
果
を
分
析
す
る
と
、

地
方
議
会
の
役
割
で
あ
る
行
政
監

視
、
政
策
立
案
、
情
報
公
開
な
ど

は
機
能
不
全
に
陥
っ
て
お
り
、
議

会
不
信
を
生
み
出
す
要
因
と
な
っ

て
い
る
。
議
会
の
役
割
は
複
数
の

代
表
に
よ
る
合
議
体
と
し
て
、
多

様
な
住
民
意
見
を
市
政
へ
反
映
さ

せ
る
こ
と
。
住
民
の
立
場
で
議
会

は
、
首
長
へ
野
党
的
な
立
場
で
臨

む
べ
き
と
増
田
氏
は
説
い
た
。

パパ
ネネ
ルル

デデ
ィィ
スス
カカ
ッッ
シシ
ョョ
ンン

基
調
講
演
に
続
き
、
「
地
方
議

会
と
直
接
民
主
主
義
」
を
テ
ー
マ

に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
。
新
藤
宗
幸
・
�
東
京
市
政

調
査
会
研
究
担
当
常
務
理
事
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
地
方

議
会
が
置
か
れ
た
現
状
認
識
を
踏

ま
え
つ
つ
議
会
の
あ
る
べ
き
将
来

像
を
探
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
、

宇
賀
克
也
・
東
京
大
学
法
学
部
教

授
、
金
井
利
之
・
東
京
大
学
公
共

政
策
大
学
院
教
授
、
青
山
彰
久
・

読
売
新
聞
東
京
本
社
編
集
委
員
、

花
田
明
仁
・
青
森
市
議
会
議
長
の

４
名
。

パ
ネ
リ
ス
ト
４
名
の
共
通
認
識

は
、
議
会
を
と
り
ま
く
現
状
と
し

て
、
議
会
不
信
が
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
っ
た
。

市
民
の
議
会
不
信
は
、
議
会
の

住
民
参
加
嫌
い
を
招
き
、
市
民
と

議
会
の
関
係
は
現
在
悪
循
環
に
陥

っ
て
い
る
。
悪
循
環
か
ら
の
脱
却

を
目
指
す
た
め
に
も
、
住
民
の
声

を
吸
収
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う

意
見
が
提
示
さ
れ
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
鹿
児
島
県
阿

久
根
市
の
件
は
、
１
つ
の
事
例
と

い
え
る
。

こ
の
ほ
か
、
花
田
青
森
市
議
長

が
、
議
会
改
革
の
経
験
を
踏
ま
え

た
意
見
を
紹
介
。
市
民
の
意
見
を

確
認
す
る
仕
組
み
や
、
住
民
投
票

は
有
効
で
は
あ
る
が
、
住
民
へ
の

情
報
提
供
が
不
十
分
な
中
で
や
る

べ
き
で
は
な
く
、
慎
重
に
議
論
す

べ
き
と
語
っ
た
。

１
日
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後

に
は
、
来
年
の
本
会
フ
ォ
ー
ラ
ム

開
催
地
で
あ
る
、
愛
媛
県
松
山
市

か
ら
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

あ
い
さ
つ
で
は
、
寺
井
・
松
山

市
議
会
議
長
は
じ
め
、
関
係
者
が

集
ま
り
歓
迎
の
意
を
表
す
と
と
も

に
、
開
催
地
の
紹
介
な
ど
も
実
施

し
た
。
な
お
、
来
年
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
１０
月
１０
日
と
１１
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
愛
媛
県
県
民
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

松山市

議議
会会
とと
直直
接接
民民
主主
主主
義義
をを
模模
索索

次次
期期
開開
催催
でで
ああ
いい
ささ
つつ

第
６
回
全
国
市
議
会
議
長
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
青
森

増田寛也氏が基調講演

１１
日日
目目

花田青森市議長ら４名のパネリストが「地方議会と
直接民主主義」をテーマに現状認識などを分析した

関
谷
会
長
が
あ
い
さ
つ
（
右
）

開
催
地
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

す
る
花
田
・
青
森
市
議
長（
左
）

コーディネーターの新藤氏

第１８１３号 平成２３年１１月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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課課
題題
討討
議議

２
日
目
は
「
議
会
基
本
条
例
」

を
議
題
に
課
題
討
議
。
牛
山
久
仁

彦
・
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教

授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の
も
と
、

報
告
者
で
あ
る
帯
広
市
、越
前
市
、

伊
賀
市
、
京
丹
後
市
の
代
表
が
各

市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

な
お
、
閉
会
式
で
は
花
田
明
仁

・
青
森
市
議
長
か
ら
次
期
開
催
地

の
寺
井
克
之
・
松
山
市
議
長
へ
、

開
催
旗
の
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
水
野
淳
・
本
会
副

会
長
（
八
王
子
市
）
の
閉
会
の
挨

拶
に
よ
り
締
め
く
く
ら
れ
た
。

【
佐
々
木
氏
・
帯
広
市
】

帯
広
市
議
会
が
進
め
る
委
員
会

討
議
の
活
性
化
な
ど
の
取
り
組
み

を
紹
介
。
議
会
基
本
条
例
の
柱
と

な
る
政
策
形
成
機
能
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

【
池
田
氏
・
京
丹
後
市
】

反
問
権
を
認
め
る
京
丹
後
市
の

議
会
基
本
条
例
。
議
会
と
首
長
の

緊
張
関
係
を
重
視
し
て
い
る
。
二

元
代
表
制
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

佐々木勇一・
帯広市議会副議長

コーディネーター
牛山久仁彦・明治大学
政治経済学部教授

玉川喜一郎・
越前市議会議員

池田惠一・
京丹後市議会議長

【左写真】花田議長（左）から開催旗が寺井議長（右）へ
【右写真】水野副会長のあいさつでフォーラムは閉幕

佐
々
木
勇
一
・
帯
広
市
議
会
副

議
長
は
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し

た
ね
ら
い
を
解
説
。
政
策
提
案
機

能
の
強
化
を
目
指
し
、
帯
広
市
の

基
本
条
例
で
は
委
員
会
中
心
主
義

を
採
用
し
た
。
委
員
会
は
議
会
閉

会
中
で
も
継
続
的
な
審
議
が
可

能
。
弾
力
的
な
運
営
が
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
を
持
つ
。
市
民
か
ら
の
請

願
・
要
望
に
対
し
、
委
員
会
な
ら

で
は
の
機
動
力
を
活
用
し
た
政
策

の
合
意
形
成
に
努
め
て
い
る
。

議
会
基
本
条
例
制
定
ま
で
の
流

れ
を
解
い
た
の
が
、
玉
川
喜
一
郎

・
越
前
市
議
会
議
員
。
平
成
２２
年

４
月
１
日
に
同
市
議
会
で
は
条
例

が
施
行
さ
れ
て
い
る
。
越
前
市
で

は
、
基
本
条
例
の
素
案
が
ま
と
ま

っ
た
段
階
で
「
各
種
団
体
と
議
会

と
の
語
る
会
」
を
開
催
。
市
内
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
商
店
街
関
係
者
な

ど
各
種
団
体
と
議
会
基
本
条
例
の

内
容
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し

た
。
結
果
を
踏
ま
え
条
例
に
は
、

市
民
や
団
体
と
議
会
の
交
流
を
目

的
と
し
て
「
議
会
と
市
民
と
の
語

る
会
」
の
開
催
を
明
記
し
た
。
議

会
と
市
民
と
の
語
る
会
で
は
市
民

の
意
見
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
議

会
で
の
審
議
内
容
も
報
告
。
情
報

公
開
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い

る
。

【
玉
川
氏
・
越
前
市
】

越
前
市
議
会
の
議
会
基
本
条
例

が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の
流
れ
を
説

き
つ
つ
、
「
議
会
報
告
会
」
や
「
各

種
団
体
と
議
会
と
の
語
る
会
」
の

役
割
を
述
べ
た
。

【
安
本
氏
・
伊
賀
市
】

伊
賀
市
議
会
の
取
り
組
む
「
議

会
報
告
会
」
は
、
市
民
と
の
意
見

交
換
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
議

会
の
説
明
責
任
の
場
で
も
あ
る
と

の
認
識
を
示
し
た
。

安安本本美美栄栄子子・・
伊伊賀賀市市議議会会議議長長

議議
会会
のの
役役
割割

安
本
美
栄
子
・
伊
賀
市
議
会
議

長
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
議
会
基
本

条
例
制
定
の
動
機
は
市
民
の
声
を

議
会
経
由
で
市
政
へ
反
映
さ
せ
る

た
め
。
よ
っ
て
基
本
条
例
に
は
、

市
民
の
生
の
声
を
聞
く
た
め
議
会

報
告
会
の
開
催
を
義
務
付
け
た
。

議
会
報
告
会
で
得
た
市
民
か
ら
の

多
様
な
声
は
、
議
会
に
設
置
さ
れ

た
政
策
討
論
会
の
場
へ
持
ち
帰

り
、
審
議
す
る
。
討
論
会
は
全
議

員
を
も
っ
て
構
成
。
定
例
会
・
臨

時
会
と
違
い
、
討
論
会
で
は
会
期

や
開
催
時
期
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な

く
、
広
く
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

要
望
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
る
。

池
田
惠
一
・
京
丹
後
市
議
会
議

長
は
、
議
会
基
本
条
例
の
中
で
特

に
議
会
と
市
長
と
の
緊
張
関
係
の

重
要
性
を
強
調
。
一
環
と
し
て
同

市
で
は
市
長
ら
に
反
問
権
を
認
め

て
い
る
。
そ
の
一
方
で
議
会
に
は
、

事
業
計
画
の
経
緯
や
事
業
の
財
源

措
置
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説

明
を
市
長
へ
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
ほ
か
議
会
は
市
長
に
対

し
、
施
策
別
・
事
業
別
の
詳
細
な

説
明
資
料
を
請
求
で
き
る
。
京
丹

後
市
で
は
、
前
も
っ
て
用
意
さ
れ

た
資
料
を
議
員
が
活
用
し
、
議
場

で
の
質
疑
が
円
滑
に
な
っ
た
。
円

滑
な
質
疑
は
、
市
民
か
ら
提
案
さ

れ
た
意
見
な
ど
に
つ
い
て
、
従
前

よ
り
も
審
議
す
る
時
間
を
増
大
さ

せ
る
効
果
を
生
み
、
住
民
の
声
を

市
政
へ
反
映
さ
せ
る
議
会
機
能
の

充
実
が
図
ら
れ
た
。

フォーラム２日目

議
会
か
ら
政
策
提
案
を

議議会会基基本本条条例例ににつついいてて討討議議
４４市市のの取取りり組組みみ事事例例をを解解説説

（３） 平成２３年１１月５日 第１８１３号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報



��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

��������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

広
域
行
政
圏
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
碓
井
宏
政
・
三
島
市
議

会
議
長
）
は
１０
月
２５
日
、
東
京
・

全
国
都
市
会
館
で
第
６０
回
理
事
会

を
開
催
し
、
広
域
行
政
圏
施
策
に

関
す
る
要
望
を
決
定
し
た
。

協
議
の
結
果
、
取
り
ま
と
め
た

要
望
事
項
は
４
本
。
う
ち
１
つ
の

要
望
事
項
は
現
在
、
地
方
制
度
調

査
会
の
専
門
小
委
員
会
が
検
討
し

て
い
る
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
」
の
内
容
に
及

ぶ
。
専
門
小
委
が
進
め
る
自
治
法

一
部
改
正
案
の
審
議
課
題
に
は
、

一
部
事
務
組
合
か
ら
の
脱
退
手
続

き
簡
素
化
が
含
ま
れ
る
。
よ
っ
て

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
広
域
行
政

圏
に
お
け
る
事
務
執
行
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
、
慎
重
に
対
応
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

な
お
、
要
望
事
項
の
実
現
を
求

め
会
議
終
了
後
、
同
協
議
会
で
は

正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役
か
ら

な
る
実
行
運
動
班
を
編
成
。
鈴
木

克
昌
・
民
主
党
筆
頭
副
幹
事
長
、

福
田
昭
夫
・
総
務
大
臣
政
務
官
と

面
談
し
、
要
望
事
項
の
実
現
に
向

け
た
協
力
を
要
請
し
た
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
中
川
秀
美
・

徳
島
市
議
会
議
長
）
は
１０
月
２４

日
、
東
京
・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ

ル
で
第
７
回
地
域
医
療
政
策
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。
当
日
は
講
師

と
し
て
、
小
野
剛
・
秋
田
県
横
手

市
立
大
森
病
院
長
、
中
村
伸
一
・

福
井
県
お
お
い
町
国
民
健
康
保
険

名
田
庄
診
療
所
長
が
登
壇
。
１
０

１
団
体
、
総
勢
４
２
７
名
に
も
及

ぶ
参
加
者
が
研
鑽
を
積
ん
だ
。

大
森
病
院
で
は
平
成
９
年
６
月

か
ら
「
夕
暮
れ
診
療
」
を
開
始
。

仕
事
の
都
合
等
で
通
常
診
療
時
間

に
来
院
で
き
な
い
患
者
に
対
し
、

午
前
中
の
外
来
診
察
と
概
ね
同
様

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
患
者
か
ら
の
評
判
も
上
々
。

大
森
病
院
が
実
施
し
た
調
査
に
よ

る
と
、
夕
暮
れ
診
療
の
満
足
度
は

▽
満
足
�
７０
％
▽
や
や
満
足
�
１９

％
▽
普
通
�
９
％
▽
や
や
不
満
�

０
・
５
％
―
―
と
の
回
答
を
得
て

い
る
。
夕
暮
れ
診
療
の
収
支
状
況

は
黒
字
。
こ
の
ほ
か
１７
時
か
ら
１９

時
の
診
療
時
間
で
、
軽
症
か
ら
中

等
症
の
患
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
夜
間
の
救
急
患
者
を
減

ら
す
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

複
数
の
市
町
村
を
カ
バ
ー
す
る

二
次
医
療
圏
の
機
関
が
大
森
病
院

な
ら
ば
、
お
お
い
町
の
名
田
庄
地

区
を
医
師
１
名
で
カ
バ
ー
す
る
存

在
が
名
田
庄
診
療
所
。
中
村
所
長

は
「
小
さ
な
診
療
所
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
」
を
模
索
し
た
と
こ

ろ
「
家
で
最
期
を
迎
え
た
い
」
と

願
う
高
齢
者
が
多
い
こ
と
に
気
付

い
た
と
い
う
。
町
村
合
併
す
る
ま

で
の
１５
年
間
（
平
成
３
年
〜
１７
年

度
）
の
名
田
庄
村
に
お
け
る
在
宅

死
亡
率
は
約
４
割
。
１９
年
の
厚
生

労
働
白
書
に
よ
れ
ば
全
国
の
在
宅

死
亡
率
は
１
割
あ
ま
り
で
あ
り
、

極
め
て
高
い
水
準
に
あ
る
。
高
齢

者
の
希
望
を
叶
え
た
結
果
、
国
保

医
療
費
地
域
差
指
数
や
老
人
医
療

費
、
第
１
号
介
護
保
険
料
を
県
内

で
最
も
低
い
ラ
ン
ク
に
抑
制
す
る

効
果
を
生
ん
で
い
る
。

▼
議
長

▽
久
慈

八
重
櫻
友
夫
（
８
・
３０
）

▽
座
間

小
野
た
づ
子
（
９
・
２９
）

▽
本
巣

遠
山
利
美
（
９
・
２９
）

▽
柏
原

乾

一
（
１０
・
３
）

▽
角
田

佐
藤
正
友
（
１０
・
４
）

▽
総
社

渡
邊
繁
雄
（
１０
・
４
）

▽
大
仙

鎌
田

正
（
１０
・
５
）

▼
副
議
長

▽
久
慈

下
舘
祥
二
（
８
・
３０
）

▽
座
間

沖
本
浩
二
（
９
・
２９
）

▽
本
巣

�
橋
勝
美
（
９
・
２９
）

▽
裾
野

芹
澤
邦
敏
（
９
・
３０
）

▽
柏
原

奥
山

渉
（
１０
・
３
）

▽
角
田

高
橋
力
雄
（
１０
・
４
）

▽
総
社

西
森
頼
夫
（
１０
・
４
）

▽
大
仙

藤
田
君
雄
（
１０
・
５
）

▼
事
務
局
長

▽
久
慈

一
田
昭
彦
（
７
・
１
）

▽
多
摩

安
宅

理
（
１０
・
１
）

１１月５日現在の都市数
８０８団体

うち
指定都市 １９市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８５市
特別区 ２３区

議議
会会
人人
事事

自治体病院協が開催

セミナーで
医療を研鑽
現場の医師に学ぶ

【
右
写
真
】
小
野
剛
・
大
森
病
院

長
は
平
成
９
年
か
ら
開
始
の
夕
暮

れ
診
療
な
ど
解
説
【
左
写
真
】
中

村
伸
一
・
名
田
庄
診
療
所
長
の
講

演
テ
ー
マ
は
「
自
宅
で
大
往
生
」

中川秀美会長が協議会
を代表し開会あいさつ

参
加
者
は
４
２
７
名
に
及
ん
だ

鈴木克昌・民主党筆頭副幹事長（上）、福田
昭夫・総務大臣政務官（下）と面談し要請

理理
事事
会会
でで
要要
望望
書書
決決
定定

広域協

会
議
終
了
後
に
要
請
活
動

第１８１３号 平成２３年１１月５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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